
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年１１月１２日 ２３時０５分頃 

発生場所 山口県上関
かみのせき

町祝
いわい

島南岸 

 祝島港東Ｄ防波堤東灯台から真方位２４５°２.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°４６.２′ 東経１３１°５７.２′） 

事故の概要  貨物船東洋
とうよう

丸は、航行中、陸岸に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年１１月２０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 東洋丸、２９７トン 

 １４３８００、東洋海運株式会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

航海士、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船底外板に凹損及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約１m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期、潮高 約１８１cm（徳山） 

 事故の経過  本船は、船長及び航海士ほか３人が乗り組み、４Ｍレンジに設定し

たレーダー、ＧＰＳプロッター及び電子海図表示装置を作動させ、広

島県尾道
おのみち

糸崎
いとざき

港を出港して長崎県西海
さいかい

市肥前
ひ ぜ ん

大島港に向かった。 

航海士は、山口県周防
す お う

大島町沖家室
お き かむ ろ

島南方沖で、船長から船橋当直

を引き継ぎ、１人で船橋当直についた。 

航海士は、操舵スタンドの前に置いた椅子に腰を掛けて操船に当た

り、上関町天
あま

田
た

島南方沖で、針路を航路線に沿う約２６７°（真方

位、以下同じ。）に定め、約１１ノットの対地速力とし、自動操舵で

本船を航行させた。 

航海士は、祝島南方沖に至った頃、針路を周防灘の航路線に沿う約

２８２°に変針するため手動操舵に切り替え、右舵５°を取った。 

航海士は、コンパスで針路が約２８２°に向いたことを確認した

が、舵を中央に戻す前に、操舵スタンドの左舷側にあるレーダーに意

識を向けた。 

航海士は、レーダーで周囲を確認したところ、航行に支障となる船

舶がいなかったので、喫煙できると思い、舵を中央に戻すことも自動

操舵に戻すことも忘れたまま、操舵スタンドの前を離れた。 

航海士は、操舵室右舷側のウイングに移動し、扉を開けて右足をウ

イングに出した姿勢で、喫煙しながら顔を下方に向け、スマートフォ

ンの操作を始めた。 



本船が右転を続ける中、航海士は、喫煙を終えて操舵スタンドの前

に移動中にレーダーを確認したところ、船首方に祝島が映っていたの

で、慌てて左舵一杯を取り、主機を後進としたものの、本船は祝島南

岸に乗り揚げた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航行経路図 

 

船長は、自室で休息中、衝撃で目覚め、急いで昇橋した。 

船長は、海上保安庁に本事故発生の通報を行うとともに、Ａ社に報

告した。 

本船は、翌日、Ａ社が手配したタグボートによって引き出され、山

口県平生
ひ ら お

港までえい
．．

航されて仮修理が行われた後、肥前大島港に向

かった。 

本船の喫水は、船首約２.０ｍ、船尾約２.８ｍであった。 

航海士は、令和６年３月にＡ社に入社し、令和７年７月頃から本船

の航海士又は機関士として乗船していた。 

航海士は、ふだんから１０°以上の変針を行う際は、手動操舵に切

り替えて徐々に変針し、コンパスで目標の針路になったことを確認し

た後、自動操舵に戻していた。 

本船の操舵室は、禁煙であった。 

分析 (1) 航海士は、変針のため、自動操舵から手動操舵にし、予定の針
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路になった際、周囲に船舶がいなかったことから気が緩み、喫煙

欲求が高まり、舵を中央に戻すことを忘れたものと考えられる。

本船の操舵室は禁煙であったことから、航海士は操舵スタンドか

ら離れてウイングに出たものと考えられる。 

(2) 航海士が変針後に舵を中央に戻さなかったことから、本船は右

転を続け、航海士が喫煙やスマートフォンの操作を行っている間

に、本船は祝島に接近していった。 

(3) 航海士は、喫煙やスマートフォンの操作に気を取られ、船位の

確認を行わなかったことから、本船が祝島に接近していることに

気付くのが遅れたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、祝島南岸に乗り揚げたものと

考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が西進中、航海士が、右舵を取って変針した

後に舵を戻さず、また、喫煙やスマートフォンの操作に気を取られ、

船位の確認を行わなかったため、本船が右転を続けて祝島南岸に乗り

揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・航海当直者は、航行中、喫煙やスマートフォン等の操作を行わず

に操船に意識を集中し、常時、周囲の見張り及び船位の確認を適

切に行うこと。 

 ・船橋当直者は、自動操舵から手動操舵に舵を切り替えて変針する

際は、変針後、コンパス等で予定の針路に定まったことを確認し

た上で、自動操舵に戻すこと。 


